
2026 年 7 月 4日配布 

第 394 回山口西田読書会（＝2026 年 6 月 13 日開催分）のプロトコル 

唐露記 

１、テキスト 

 

「知るもの」「四」の第 5段落 354 頁 1行目「数学的知識の如きものに於ては述語面が

直に主語面となり」から 355 頁 14 行目「即ち矛盾的統一の超越的述語面となるのであ

る」まで読了。 

 

２、キーセンテンス 

 

「前者に於ては真に主語面が述語面の中に没入せられ、述語的なるものが直に主語とな

ると考へることができる、真に個物的なるもの、唯一的なるものを含むと云ふことがで

きるのである、即ち矛盾的統一の超越的述語面となるのである。」（355 頁 12〜14 行目） 

 

３、問い 

 

リトマス紙では、変化の刹那に「赤にして赤でない」と言えても、やはり「紙」とい

う基体があり、赤と赤でないものは時の前後に分けて考えられる。炎の赤（生滅するも

の）の場合は、燃えて消えていくその現れとしてしか「この赤」はないように思う。 

では、メロディーのように、前の音が消え、次の音へ移ることで一つの全体として聞

こえる場合はどうだろうか。その場合、固定した基体はないが、時間的な前後なしには

成り立たない。これは「狭義に於ける変ずるもの」（リトマス紙）に近いのか、それとも

「主語面が述語面に没入する」「矛盾的統一」（炎の赤）に近いのか。 


